
 
 
 
  
 

（解答用紙） 受験番号 第          号 31 化  学  （令和 4 年度） 
※印のある欄は記入してはいけない。 
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固 体 を 融 解 さ せ て 行 う 

電 気 分 解 。      
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物 質 が 空 気 中 の 水 分 を 吸 収 し て 溶 

け る 現 象 。           
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（解答用紙） 受験番号 第          号 32 化  学  （令和 4 年度） 
※印のある欄は記入してはいけない。 
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（解答用紙） 受験番号 第          号 33 化  学  （令和 4 年度） 
※印のある欄は記入してはいけない。 
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（解答用紙） 受験番号 第          号 34 化  学  （令和 4 年度） 

※印のある欄は記入してはいけない。 
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KNO3（固）+ aq = KNO3 aq ‒ 35 kJ 

実験３より、NaCl は 18.5g、KNO3は 72g ⽔に溶けている． 

図 1 より、65℃で⽔ 100g に NaCl は最⼤ 37g、KNO3は最⼤ 120g 溶ける． 

KNO3と NaCl の⽔への溶解は互いに影響を受けないことより、NaCl と KNO3の析出が始まると

きの⽔の質量をそれぞれ x、y として計算する。析出開始時は、飽和⽔溶液になっていることよ

り、(溶質の質量)/(溶媒の質量)を考える。 

NaCl の場合、18.5/x=37/100 が成り⽴つ。これを解くと、x=50 

KNO3の場合、72/y=120/100 が成り⽴つ。これを解くと、y=60 

y=60 (KNO3) > x=50(NaCl)より、KNO3の析出が先に始まり、このときの⽔の量は 60g である。 

(d) 再結晶 

45 30 
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（解答用紙） 受験番号 第          号 35 化  学  （令和 4 年度） 
※印のある欄は記入してはいけない。 
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（解答用紙） 受験番号 第          号 36 化  学  （令和 4 年度） 
※印のある欄は記入してはいけない。 
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